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●
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ

　

10
万
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
国
際
交
流
の
拠
点
と

し
て
、
北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
が
設
置
さ
れ

て
、
来
年
、
設
立
５
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま

す
。
協
会
は
、
国
際
交
流
の
「
ば
づ
く
り
」、
国

際
交
流
の
担
い
手
に
な
る
「
ひ
と
づ
く
り
」、
国

際
交
流
を
活
用
し
た
「
ち
い
き
づ
く
り
」
な
ど
、

本
年
度
は
、
18
事
業
を
推
進
す
る
ま
で
に
強
化
拡

充
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
文
字
通
り
、
先
進
的
に
国

際
交
流
に
取
り
組
む
都
市
に
「
追
い
つ
く
」、
こ

の
５
年
で
あ
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
成
果
を
、
よ
り

広
め
、
よ
り
深
め
、
よ
り
充
実
さ
せ
、
先
進
的
な

都
市
に
、「
並
ぶ
」
協
会
づ
く
り
を
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
国
際
交
流
モ
デ
ル
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

設
立
５
周
年
を
記
念
し
て
、「
韓
国
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
友
好
都
市
韓

国
・
務
安
郡
か
ら
韓
食
文
化
交
流
団
を
、
11
月
と

来
年
2
月
の
2
回
に
わ
た
っ
て
招
へ
い
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
日
韓
交
流
の
輪
を
広
げ
、
友

好
都
市
の
絆
を
強
め
、
務
安
郡
と
北
名
古
屋
市
の

地
域
資
産
を
活
用
し
た
「
北
名
古
屋
キ
ム
チ
（
仮

称
）」
を
市
民
協
働
に
よ
り
、
開
発
提
案
し
、
北

名
古
屋
市
の
地
域
お
こ
し
に
繋
い
で
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
の
国
際
交
流
を
ツ
ー
ル
と
し
た
「
地
域
お
こ

し
」
は
、
愛
知
県
国
際
交
流
協
会
か
ら
、
国
際
交

流
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
成
果
を
市
町
村
や
市
町
村
国
際
交
流
協

会
に
発
信
し
て
い
く
と
い
う
新
し
い
国
際
交
流
の

可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

協
会
が
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
力
強
く
踏
み
出
す

キ
ッ
ク
オ
フ
・
イ
ベ
ン
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

●
市
民
参
加
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
「
韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
本
格
的
な
市

民
参
加
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
大

歓
迎
で
す
。
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、
や
っ
て
ほ
し

い
こ
と
大
募
集
で
す
。「
市
民
参
加
」
と
「
オ
ー

プ
ン
な
運
営
」
を
基
本
と
し
て
、
企
画
か
ら
運
営

ま
で
徹
底
的
に
市
民
参
加
に
こ
だ
わ
っ
て
取
り
組

み
ま
す
。
も
う
走
り
出
し
て
い
ま
す
。
７
月
に
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
計
画
の
熟
度
を

高
め
、
そ
し
て
、
実
行
し
て
い
く
た
め
の
推
進
組

織
と
し
て
、
協
会
内
に
、
運
営
企
画
会
議
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
市
民
参
加
委
員
会
」、

「
地
域
お
こ
し
委
員
会
」
の
２
つ
の
専
門
部
会
を

設
置
し
、
月

１
回
の
ペ
ー

ス
で
、
精
力

的
に
検
討
を

進
め
て
お
り

ま
す
。「
韓

国
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」

は
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
で
の

協
会
づ
く
り

の
大
き
な
実

験
の
場
と
な

り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

協
会
設
立
５
周
年
記
念

「
韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

づ
く
り
始
ま
る

ばづくり、ひとづくり、ちいきづくり。北名古屋市の国際交流・・・ ばづくり、ひとづくり、ちいきづくり。北名古屋市の国際交流・・・
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〇
市
民
の
皆
様
の
持
ち
寄
り
企
画
に
よ
る
手
作
り

の
イ
ベ
ン
ト
が
溢
れ
ま
す
。

〇
「
韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
企
画
運
営
は
、

「
韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
市
民
参
加
委
員
会
、

地
域
お
こ
し
委
員
会
が
担
い
ま
す
。

〇
友
好
都
市
務
安
郡
か
ら
、
第
２
次
「
韓
食
文
化

交
流
団
」
が
来
日
し
ま
す
。

　

務
安
キ
ム
チ
講
習
会
、
交
流
会
、「
北
名
古
屋

キ
ム
チ
（
仮
称
）」
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、

務
安
郡
の
協
力
を
得
な
が
ら
「
北
名
古
屋
キ
ム

チ
（
仮
称
）」
を
市
民
協
働
に
よ
り
、
開
発
提

案
し
、
北
名
古
屋
市
の
地
域
お
こ
し
に
繋
げ
ま

す
。

〇
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
出
来
上
が
り
次
第
、
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
11
月
23
日
（
祝
）、
健
康
ド
ー
ム
で

開
催
さ
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」

に
初
め
て
出
展
・
参
加
し
ま
す
。

①
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
販
売

　

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
発
展
途
上
国
の
人
々
の

自
立
支
援
に
つ
な
が
る
活
動
で
す
。

生
産
現
場
や
生
産
者
の
生
活
の
様
子
を
写
真
で

紹
介
し
ま
す
。

②
セ
ル
ヒ
オ
・
ビ
ジ
ャ
ロ
エ
ル
と
そ
の
仲
間
た
ち

愛
知
万
博
で
も
好
評
を
博
し
た
地
球
の
裏
側
の

情
熱
的
な
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
の
歌
と
踊
り

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
11
時
。
13
時
。
２
回
公
演
）

③
「
北
名
古
屋
キ
ム
チ（
仮
称
）」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

友
好
都
市
務
安
郡
か
ら
派
遣
さ
れ
た
郷
土
料
理

の
達
人
の
指
導
に
よ
り
調
理
さ
れ
た
「
北
名
古

屋
キ
ム
チ（
仮
称
）」
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
、
地
域
お
こ
し

産
品
と
し
て
、
開
発
提
案
し
ま
す
。

④
模
擬
店
の
出
店

　
　

韓
国
料
理
専
門
店
の「
チ
ヂ
ミ
」、「
ト
ッ
ポ
ッ

キ
」
な
ど
韓
食
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

普
段
の
日
常
生
活
で
は
味
わ
え
な
い
、
ち
ょ
っ

と
遠
い
国
の
人
び
と
と
の
交
流
体
験
に
是
非
ど
う

ぞ
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
き
っ
と
、
み
な
さ
ん

の
心
の
中
で
新
し
い
世
界
が
始
ま
り
ま
す
よ
。

「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」
に

出
展
・
参
加
し
ま
す

〇歴史・文化・自然を観る

〇務安郡の暮らしを観る

〇伝統衣装を着て、記念写真

〇「北名古屋キムチ（仮称）」コンテスト

〇務安郡特産品即売

〇韓国料理屋台

韓国を観る!韓国を観る!韓国を観
み

る!

韓国を食す!韓国を食す!韓国を食す!

〇パンソリを語る

〇暮らしにふれる

〇中学生交流

開催日時　平成24年２月11日（祝）
　　　　　　　　　　　12日（日）
　　　　　10時から15時まで
会　　場　北名古屋市文化勤労会館

協会設立５周年記念 「韓国フェスティバル」「韓国フェスティバル」

両日とも先着２００名様に「韓国海苔」を差し上げます。
〇Ｘクイズに答えて、韓国グッズをゲット。

韓国を識る!韓国を識る!韓国を識
し

る!

友好都市務安とともに
～新しいステージへ

友好都市務安とともに
～新しいステージへ

友好都市務安とともに
～新しいステージへ

友好都市務安とともに
～新しいステージへ
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協
会
で
は
、
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
、
10
月
15
日
（
土
）、

11
時
30
分
～
12
時
30
分
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会

議
室
で
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
イ
・
ミ
ョ
ン
ヒ
さ

ん
を
迎
え
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
イ
さ
ん
は
、
全
羅
南

道
出
身
で
、
協
会
の
韓
国
語
講
座
講
師
と
し
て
も
ご
活
躍
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
以
下
は
、
そ
の
講
演
の
概
要
で
す
。

●
は
じ
め
に

　

一
番
韓
国
の
味
と
言
え
る
キ
ム
チ
。
韓
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
、
ど
こ
の
お
店
で
も
キ
ム
チ
は
メ
ニ
ュ
ー
に
入
っ
て
な
い
。

日
本
の
お
店
で
お
し
ぼ
り
が
ま
ず
運
ば
れ
て
く
る
よ
う
に
、
特

別
に
注
文
し
な
く
て
も
、
運
ば
れ
て
く
る
か
ら
だ
。
し
か
も
お

か
わ
り
自
由
、
無
料
。
さ
ら
に
は
洋
食
屋
さ
ん
で
も
キ
ム
チ
が

ピ
ク
ル
ス
と
共
に
運
ば
れ
て
く
る
。
と
い
う
の
は
、
キ
ム
チ
は

韓
食
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
日
常
の
食
文
化
の
な
か
で
不
可
欠
な

食
べ
物
と
し
て
、
私
た
ち
が
毎
日
呼
吸
す
る
空
気
の
よ
う
な
存

在
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
っ
て
「
当
た
り
前
」
の
も
の
、
な

か
っ
た
ら
「
困
る
」
も
の
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
改
め
て
そ
の

存
在
感
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
文
化
に
つ
い
て
、
ア

ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
意
識
し
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。

●
「
味
の
故
郷
」
全
羅
南
道

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
キ
ム
チ
文
化 

」
を
世
界
に
広
く
知
っ

て
も
ら
い
、
キ
ム
チ
産
業
の
育
成
を
目
指
し
て
１
９
９
４
年
か

ら
開
催
さ
れ
た
「
世
界
キ
ム
チ
文
化
祭
りGw

angju W
orld 

Kim
chi Culture Festival 2011

」
が
今
年
で
第
18
回
目
を

迎
え
る
。
こ
れ
は
、「
キ
ム
チ
五
感
博
物
館
」「
外
国
人
キ
ム
チ

作
り
体
験
」「
八
道
キ
ム
チ
ア
カ
デ
ミ
ー
」「
キ
ム
チ
名
人
コ

ン
テ
ス
ト
」「
キ
ム
チ
フ
ュ
ジ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
、
展

示
・
体
験
・
競
演
・
国
際
学
術
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
い
っ
た

「
キ
ム
チ
の
全
て
」
が
分
る
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
盛
り
込
ま

れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
単
な
る
展
示
的
行
事
に
留
ま
る
の
で
は
な

く
、
キ
ム
チ
専
門
家
と
関
連
企
業
ら
が
生
産
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
場
を
繰
り
広
げ
る
た
こ
と
も
特
徴
で

あ
っ
た
。
昨
年
の
場
合
、
５
日
間
で
40
万
人
余
が
訪
問
、
カ
レ

ン
・
ビ
ュ
ー
ル
バ
ッ
ク
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
（
世
界
食
品
規
格
委
員

会
）
議
長
を
は
じ
め
、
６
か
国
の
海
外
使
節
が
訪
れ
る
な
ど
、

大
盛
況
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
、
と
り
わ
け
私
が
注
目
し
た

い
の
は
、
こ
の
祭
り
が
行
わ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
北

名
古
屋
市
が
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る
韓
国
全
羅
南
道
務

安
郡
か
ら
近
い
光
州
広
域
市
で
あ
る
。

　

全
羅
南
道
と
は
、
務
安
郡
の
所
在
地
で
あ
り
、「
味
の
故

郷
」
と
呼
ば
れ
る
名
声
通
り
、
古
く
か
ら
広
い
平
野
で
作
ら
れ

た
米
や
農
産
物
、
新
鮮
な
材
料
に
恵
ま
れ
、
食
べ
物
が
豊
富
な

所
と
し
て
豊
か
な
食
文
化
を
形
成
し
て
き
た
。
な
か
で
も
、
南

道
独
特
の
キ
ム
チ
文
化
は
、
深
い
味
わ
い
と
海
鮮
を
つ
か
っ
た

豊
富
な
種
類
で
自
慢
で
き
る
。
お
そ
ら
く
「
世
界
キ
ム
チ
文
化

講
演
テ
ー
マ
「
韓
国
と
キ
ム
チ
」

務
安
郡
と
の
友
好
交
流
の
た
め
に

　

友
好
都
市
務
安
郡
か
ら
第
１
次
「
韓
食
文
化
交
流
団
」

を
招
き
、
郷
土
料
理
の
達
人
た
ち
と
市
民
の
皆
様
と
の
交

流
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
21
日
（
月
）

〇
時　

間　

10
時
～
12
時

　

会　

場　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

　

講
演
会　
「
韓
国
キ
ム
チ
文
化
と
務
安
キ
ム
チ
」

　

講　

師　

ハ
ン
・
ト
ヨ
ン
氏（
韓
国
料
理
観
光
協
会
理
事
）

〇
時　

間　

12
時
～
13
時

　

会　

場　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

　

交
流
会　
「
務
安
か
ら
き
た
郷
土
料
理
の
達
人
と
の
交
流
」

〇
時　

間　

14
時
～
18
時

　

講
習
会　
「
キ
ム
チ
づ
く
り
の
下
準
備
」

11
月
22
日
（
火
）

〇
時　

間　

９
時
～
18
時

　

会　

場　

北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館
２
階
料
理
教
室

　

講
習
会　
「
キ
ム
チ
づ
く
り
」

　

交
流
会　
「
務
安
郷
土
料
理
を
味
わ
う
」

定　
　

員　

20
名
、
無
料
。

応
募
受
付　

11
月
２
日
（
水
）
午
前
10
時
～
。
先
着
順
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
協
会
へ
。

「
韓
食
文
化
交
流
の
集
い
」
へ
の
参
加
者
募
集

①
21
日
、
22
日
、
両
日
参
加
が
望
ま
し
い
。
22
日
、
講
習

会
参
加
の
み
も
可
で
す
。
た
だ
し
、
両
日
参
加
を
優
先

し
ま
す
。

②
22
日
、
講
習
会
参
加
者
に
は
、
来
年
２
月
11
日
（
祝
）

に
開
催
予
定
の
「
韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～
北
名
古
屋

キ
ム
チ
（
仮
称
）
コ
ン
テ
ス
ト
」
へ
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

③
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
要
領
は
、
後
日
、
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
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協
会
で
は
、
協
会
や
そ
の
他
の
団
体
、
協
会
会
員
な

ど
が
行
う
事
業
や
行
事
等
で
通
訳
や
翻
訳
を
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
事
業
の
企
画
や
事
業
に
力
を
貸
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
通
訳
・
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
外
国
人
生
活
相
談
員

・
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

協
会
で
は
市
民
と
外
国
人
と
の
交
流
、
海
外
都
市
と

の
交
流
、
外
国
文
化
の
理
解
な
ど
の
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
を
進
め
る
事
業
を
通
し
て
、
私
た
ち
の
暮

ら
す
日
本
を
見
つ
め
直
し
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、

よ
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
活
動
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

■
個
人
会
員　

１
口　

年
額　

２
０
０
０
円

　

■
団
体
会
員　

１
口　

年
額　

５
０
０
０
円

　

■
法
人
会
員　

１
口　

年
額　

５
０
０
０
円

　

各
種
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、

左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〒
481-

8531　
北
名
古
屋
市
西
之
保
清
水
田
15

北
名
古
屋
市
役
所
（
西
庁
舎
）
内

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会

電　
　
　

話 
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メ
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info@
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w
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会
員
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集

優
し
さ
に
魅
か
れ
て

Carol Lau

（
キ
ャ
ロ
ル　

ラ
ウ
）

　

北
名
古
屋
市
に
住
み
始
め
て
か
ら
ま
だ
４
ヶ
月

に
も
満
た
な
い
で
す
が
、
日
本
の
こ
と
は
知
ら
な

い
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

香
港
出
身
の
私
は
子
供
の
こ
ろ
家
族
と
カ
ナ
ダ

へ
行
っ
て
、バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
育
っ
て
い
た
の
で
、

日
本
も
含
め
て
い
る
ア
ジ
ア
の
国
々
や
文
化
な
ど

は
あ
ま
り
詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
直
と

い
う
と
、
興
味
も
あ
ま
り
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
大
学
の
時
、
イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
す
る

際
、
同
じ
く
留
学
し
て
い
た
日
本
か
ら
の
女
の
子

達
に
出
会
っ
て
、
友
達
に
な
っ
た
こ
と
で
、
日
本
の
こ
と
、
日
本

人
の
考
え
方
や
生
活
の
仕
方
に
興
味
を
引
か
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
し
た
後
、
日
本
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
岐
阜
県
揖
斐
高
等

学
校
に
派
遣
さ
れ
て
、
英
語
を
教
え
な
が
ら
、
地
元
の
方
々
と
国

際
交
流
し
始
め
ま
し
た
。
そ
の
時
一
番
感
動
し
た
の
は
地
元
の
方

の
優
し
さ
で
す
。
学
校
の
先
生
達
や
お
店
の
店
員
、
ま
た
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
の
従
業
員
に
も
言
葉
は
全
然
通
じ
て
い
な
く
て
も
、

頑
張
っ
て
優
し
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
生
活

上
結
構
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
人
達
だ
と
今
で

も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
二
年
間
楽
し
い
田
舎
生
活
を
過
ご
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

生
活
の
ペ
ー
ス
を
完
全
に
変
え
て
、
都
会
の
香
港
に
戻
っ
て
、
国

際
貿
易
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
毎
日
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
ま
し

た
け
れ
ど
、
賑
や
か
な
ま
ち
で
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
仕

事
の
出
張
で
様
々
な
国
を
訪
問
し
て
、
以
前
知
ら
な
い
文
化
や
習

慣
（
例
え
ば
中
東
や
イ
ン
ド
の
こ
と
）
も
た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
日
本
人
の
優
し
さ
は
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

で
す
か
ら
、
今
回
日
本
に
戻
っ
て
、
地
元
の
手
伝
い
を
受
け
る

側
か
ら
、
少
し
で
も
社
会
に
役
に
立
て
る
側
で
活
動
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
「
韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
地
域

お
こ
し
委
員
会
に
も
入
っ
て
、
交
流
の
輪
を
広
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
た
め
の
力
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
愛
知
県

医
療
通
訳
シ
ス
テ
ム
の
通
訳
者
と
し
て
、
同
じ
く
日
本
に
住
ん
で

い
る
外
国
人
を
手
助
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
優
し
さ
を
自
分
自
身

か
ら
も
表
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑩

祭
り
」
が
全
羅
南
道
で
開
か
れ
た
こ
と
は
、
他
の
町
で
は
不
可
能
な
「
全

羅
南
道
な
ら
で
は
」
の
結
果
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
近
年
キ
ム
チ
は

数
年
前
の
サ
ー
ズ
の
予
防
だ
け
で
な
く
抗
癌
効
果
が
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
、
健
康
食
品
と
し
て
も
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
空
気
の

よ
う
な
「
当
た
り
前
」
の
存
在
だ
っ
た
キ
ム
チ
に
対
し
、
あ
る
町
を
代
表

す
る
文
化
の
一
つ
と
し
て
定
め
、
そ
の
「
キ
ム
チ
文
化
」
を
保
存
、
広

報
、
地
域
お
こ
し
の
場
に
活
用
し
て
い
く
全
羅
南
道
・
光
州
の
動
き
は
、

韓
国
政
府
が
進
め
て
い
る
〈
韓
国
の
食
文
化
〉
の
世
界
化
の
方
針
と
一
致

す
る
。

●
世
界
無
形
文
化
遺
産
登
録
の
動
き

　

文
化
財
庁
の
２
０
１
１
年
７
月
１
日
の
報
道
資
料
に
よ
れ
ば
、
韓
食
や

キ
ム
チ
を
ユ
ネ
ス
コ
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
す
る
方
針
を
掲
げ
る
と

い
う
。
そ
の
た
め
、
文
化
財
庁
は
「
韓
食
ユ
ネ
ス
コ
人
類
無
形
遺
産
登
載

推
進
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
有
識
者
に
よ
る
初
会
合
を
開
い
た
。
そ
こ

で
は
、
今
年
、
ユ
ネ
ス
コ
人
類
無
形
遺
産
登
載
審
査
の
対
象
で
あ
る
〝
朝

鮮
王
朝
宮
中
料
理
〟
の
登
載
戦
略
を
樹
立
す
る
こ
と
や
、
来
年
、
キ
ム
チ

と
キ
ム
ジ
ャ
ン
文
化
（
冬
を
過
ご
す
た
め
の
キ
ム
チ
を
一
度
に
つ
け
る
こ

と
）
を
ユ
ネ
ス
コ
人
類
無
形
遺
産
に
登
載
申
請
を
目
指
す
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
キ
ム
チ
を
世
界
遺
産
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
近
年
、
世
界

各
国
が
自
国
の
食
文
化
を
遺
産
に
登
載
し
て
い
く
傾
向
が
あ
る
な
か
で
、

意
識
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
実
は
、
ま
だ
韓
国
国
内
で
キ
ム
チ

は
、
重
要
文
化
財
の
ど
こ
に
も
定
め
ら
れ
て
な
い
状
況
で
あ
る
。
だ
か
ら

今
後
の
道
の
り
は
ま
だ
遠
い
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
っ
て
「
当
た
り
前
」
の

存
在
で
あ
っ
た
キ
ム
チ
が
、
初
め
て
重
要
な
文
化
と
し
て
そ
の
存
在
に
相

応
し
い
待
遇
を
受
け
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

●
友
好
交
流
へ
の
期
待

　

今
度
、
北
名
古
屋
市
が
国
際
交
流
、
地
域
お
こ
し
を
目
標
と
し
て
立
ち

上
げ
た
事
業
は
、
韓
国
文
化
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
端
的
に
見
ら
れ
る
キ
ム
チ

を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
キ
ム
チ
の
味
を
代
表
す
る
全
羅
南
道
務
安
郡
と
共
同

で
「
キ
ム
チ
」
開
発
・
普
及
を
図
っ
て
い
く
試
み
で
、
非
常
に
有
意
義
な

こ
と
で
あ
る
。「
キ
ム
チ
」
は
、
一
国
の
文
化
で
あ
る
こ
と
を
超
え
、
国

際
交
流
の
ツ
ー
ル
と
な
り
、
北
名
古
屋
市
と
務
安
郡
の
友
好
交
流
を
導
く

架
け
橋
の
役
割
も
果
た
す
、
そ
の
存
在
感
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
も
の

と
確
信
し
て
い
る
。


